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　モノづくり日本会議は 月 日 日の両日 福
岡市博多区のマリンメッセ福岡で特別講演会を開
いた。日刊工業新聞社主催で ― 日に催した
「モノづくりフェア 」と同時開催。 日は
「モノづくり力徹底強化検討会」の一環として
蛭田史郎旭化成常任相談役が モノづくりの移り
変わり 藤原博昭安川電機生産 業務本部先端生
産技術センタ長が 安川電機の次世代のものづく
りへの取り組み をそれぞれテーマに講演した。

モノづくりの移り変わり

今こそ、モノづくりの底力を～九州から発信

感性価値から広がる新しいモノづくり
蛭田史郎氏旭化成常任相談役

次世代のものづくりへの取り組み

藤原博昭氏安川電機生産・業務本部先端生産技術センタ長

「
変
化
」
に
対
応
四
つ
の
方
向
性
重
要

　
日
本
は
モ
ノ
づ
く
り
に
強
い

と
い
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
近

年
そ
の
強
さ
に
ほ
こ
ろ
び
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
モ
ノ
づ

く
り
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
旭

化
成
の
事
例
を
交
え
て
紹
介
し

た
い
。

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
は
強

み
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
自

動
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
に
す
そ

野
産
業
を
形
成
し
た
モ
ノ
づ
く

り
集
団
だ
。
二
つ
目
は
相
互
協

力
に
よ
る
す
り
合
わ
せ
だ
。
完

成
品
ま
で
の
部
品
点
数
が
多
い

ほ
ど
、
こ
の
特
色
は
生
か
さ
れ

る
。

　
部
品
の
性
能
と
コ
ス
ト
を
最

適
化
す
る
こ
と
で
、
最
終
製
品

の
性
能
や
効
率
化
を
達
成
。
す

そ
野
産
業
間
の
信
頼
関
係
や
情

報
共
有
化
を
重
視
す
る
国
民
性

が
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
と
思

う
。

　
し
か
し
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

技
術
の
進
歩
は
、
大
き
な
社
会

変
革
を
も
た
ら
し
た
。
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行

は
、
数
個
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
最
適

化
、
標
準
化
さ
れ
る
た
め
、
日

本
が
強
み
と
す
る
す
り
合
わ
せ

を
武
器
と
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム

は
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ

た
。

　
さ
ら
に
情
報
化
社
会
と
世
界

の
均
一
化
は
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
文
化
に
追
い
打
ち
を
か
け

た
。
最
新
技
術
で
先
進
国
の
成

長
モ
デ
ル
を
模
倣
し
た
発
展
途

上
国
は
成
長
し
、
日
本
を
含
め

て
新
た
な
成
長
モ
デ
ル
に
転
換

で
き
な
い
先
進
国
は
停
滞
す
る

世
界
の
産
業
構
造
を
生
み
出
し

た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
に
は
、
今
後
四
つ
の
方

向
性
が
重
要
だ
。
一
つ
目
は
自

社
製
品
を
世
界
一
に
す
る
事
業

展
開
。
二
つ
目
は
自
社
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
内
蔵
し
た
ソ
フ
ト
化
。

三
つ
目
は
す
り
合
わ
せ
の
複
合

化
。
四
つ
目
は
新
商
品
の
創
出

だ
。

　
旭
化
成
を
例
に
具
体
的
に
紹

介
す
る
と
、
ア
ク
リ
ル
繊
維
原

料
の
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
で
世

界
一
を
目
指
し
た
。
国
内
に
縛

ら
れ
て
は
世
界
展
開
で
き
な

い
。
韓
国
企
業
を
買
収
し
、
タ

イ
に
生
産
拠
点
を
置
い
た
。
情

報
電
子
機
器
向
け
プ
リ
ン
ト
配

線
板
の
回
路
設
計
に
使
う
電
子

材
料
の
感
光
性
ド
ラ
イ
フ
ィ
ル

ム
レ
ジ
ス
ト
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
て
中
国
へ
進
出
。
世

界
シ
ェ
ア

％
を
超
え
る
事
業

に
成
長
し
た
。

　
世
界
シ
ェ
ア
を
確
立
す
る
と

い
ち
早
く
顧
客
の
課
題
解
決
策

を
商
品
に
付
加
し
て
商
品
化
で

き
る
。
ソ
フ
ト
化
で
は
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
用
の
セ

パ
レ
ー
タ
ー
事
業
で
顧
客
の
電

池
性
能
に
応
じ
た
製
品
化
を
。

Ｌ
Ｓ
Ｉ
事
業
は
ア
ナ
ロ
グ
と
デ

ジ
タ
ル
を
混
載
し
た
ミ
ッ
ク
ス

ド
シ
グ
ナ
ル
を
中
心
に
開
発
サ

ー
ビ
ス
を
付
加
し
た
戦
略
へ
転

換
す
る
な
ど
し
た
。

　
す
り
合
わ
せ
の
複
合
化
で

は
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
も
回
路
や
部
品
の

す
り
合
わ
せ
は
で
き
る
。
電
子

コ
ン
パ
ス
事
業
で
は
既
存
技
術

を
す
り
合
わ
せ
て
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
し
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
採
用
さ
れ

る
強
い
部
品
事
業
を
確
立
し

た
。

　
世
界
市
場
は
常
に
新
商
品
の

出
現
を
期
待
し
て
い
る
。
今
後

の
新
商
品
創
出
は
、
資
源
環
境

へ
の
対
応
や
医
療
分
野
が
注
目

だ
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
商
品
開

発
が
常
に
求
め
ら
れ
る
た
め
デ

ジ
タ
ル
化
し
な
い
部
分
が
多

く
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
優

位
性
が
発
揮
で
き
る
は
ず
だ
。

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
今
後

も
経
済
の
潮
流
の
変
化
に
対
応

し
、
先
取
り
し
た
モ
ノ
づ
く
り

の
追
求
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
に

は
人
材
の
育
成
、
企
業
、
業
種

間
に
ま
た
が
る
研
究
開
発
体
制

と
協
業
体
制
の
構
築
、
産
官
学

の
連
携
な
ど
が
必
要
。
国
家
戦

略
に
お
い
て
も
税
制
の
見
直
し

を
含
め
た
モ
ノ
づ
く
り
の
強
化

を
求
め
た
い
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
高
速
も
の
づ
く
り
」
推
進

　
安
川
電
機
は
２
０
１
５
年
に

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

石
炭
搬
送
用
の
電
動
機
で
発
足

し
た
当
社
は
、
そ
の
後
、
電
機

シ
ス
テ
ム
や
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

へ
と
技
術
を
シ
フ
ト
し
て
い
く

中
で
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
事
業
を
広

げ
て
き
た
。
２
０
１
２
年
度
連

結
売
上
高
は
３
１
０
３
億
円
。

う
ち
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が

％
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

％
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
が

％
で
３
本
柱
と
な
っ

て
い
る
。生
産
は
日
本
、米
国
、

欧
州
、ア
ジ
ア
の
４
極
体
制
を

敷
い
て
い
る
。
海
外
は
需
要
地

生
産
、
現
地
調
達
が
原
則
だ
。

　
海
外
は
約

年
前
に
生
産
拠

点
を
設
置
し
た
。
マ
ザ
ー
工
場

を
中
心
と
し
た
「
世
界
同
一
も

の
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
生
産
、
調
達
、
品
質
情
報

を
一
元
管
理
し
て
い
る
。
売
上

高
に
占
め
る
海
外
比
率
は

年

度

％
。

年
度
に
は

％
に

増
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
海
外
生
産
比
率
は

年
度

％
だ
が
、

年
度
に
は

％
に

設
定
し
て
い
る
。
主
な
需
要
地

は
中
国
。

年
度
の
現
地
生
産

比
率
は

％
だ
が
、

年
度
は

％
に
高
め
る
。

　
も
の
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
高
速
も
の
づ

く
り
」
だ
。
付
加
価
値
の
最
大

化
と
言
っ
て
よ
い
。
ト
ー
タ
ル

の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
最
大
化
で

生
産
の
最
適
化
を
図
る
。

　
次
世
代
の
も
の
づ
く
り
で
目

指
す
姿
は
徹
底
的
な
効
率
化
、

世
界
唯
一
の
「
も
の
」
と
「
つ

く
り
」
、
生
産
技
術
者
の
増
員

と
育
成
の
３
点
だ
。
こ
れ
を
実

現
で
き
れ
ば
顧
客
へ
特
別
な
価

値
と
ス
ピ
ー
ド
を
提
供
で
き

る
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
要
素
技
術
開
発
、
設
備
開

発
、
試
作
、
仕
組
み
・
シ
ス
テ

ム
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
五
つ
の
視

点
か
ら
新
し
い
価
値
を
こ
れ
ま

で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
提
供
す

る
。

　
こ
の
う
ち
要
素
技
術
に
関
し

て
は
独
自
技
術
の
探
索
と
蓄
積

を
進
め
、
５
年

年
先
を
見
据

え
た
社
内
事
業
へ
適
用
可
能
な

技
術
の
発
掘
と
検
証
を
進
め

る
。
設
備
開
発
は
新
工
法
や
独

自
の
生
産
設
備
で
量
産
化
技
術

を
確
立
す
る
。
生
産
技
術
者
の

育
成
を
目
指
す
狙
い
も
あ
る
。

　
一
方
試
作
に
つ
い
て
は
、
試

作
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
な
ど

開
発
力
を
強
化
す
る
。
設
計
者

が
考
え
た
図
面
通
り
で
は
課
題

が
未
解
決
な
ま
ま
で
現
場
で
の

垂
直
立
ち
上
げ
が
困
難
に
な

る
。
世
界
同
時
立
ち
上
げ
の
た

め
に
開
発
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を

短
縮
し
、
海
外
拠
点
と
日
本
の

マ
ザ
ー
工
場
が
同
時
に
立
ち
上

が
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
Ｃ
Ａ
Ｅ

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

技
術
を
導
入
す
る

な
ど
で
作
業
の
効
率
化
な
ど
を

進
め
て
い
る
。

　
ま
た
仕
組
み
・
シ
ス
テ
ム
改

革
は
、
運
用
の
効
率
化
と
基
盤

シ
ス
テ
ム
構
築
で
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
半
減
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
つ
い
て
は
、
中
国
以
外
の

将
来
性
が
あ
る
需
要
地
や
生
産

候
補
地
を
探
す
こ
と
に
な
る
。

　
当
社
は
創
立
１
０
０
周
年
に

向
け
た

年
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
た
。
先
進
国
の
少
子
高
齢
化

社
会
や
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
、
台
頭
す
る
地
球
規
模
の

課
題
に
対
し
て
当
社
の
コ
ア
技

術
、
次
世
代
も
の
づ
く
り
力
を

生
か
し
て
、
問
題
解
決
や
収
益

拡
大
に
取
り
組
む
つ
も
り
だ
。

商
品
価
値
・
買
う
理
由
の
説
明
必
要

オ
ラ
ク
ル
ひ
と
・
し
く
み
研
究
所
代
表
小
阪
裕
司
氏

　

月

日
に
開
い
た
モ
ノ
づ

く
り
日
本
会
議
特
別
講
演
会
で

は
、
小
阪
裕
司
オ
ラ
ク
ル
ひ
と

・
し
く
み
研
究
所
代
表
が
「
感

性
価
値
か
ら
広
が
る
新
し
い
モ

ノ
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
ま
た
引
き
続
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参
加
者
が

「
感
性
価
値
創
造
」
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
体
験
す
る
機
会
も
設

け
た
。

◇

　
感
性
工
学
は
学
際
的
学
問
で

哲
学
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
ジ
ャ

ン
ル
が
広
い
。
ど
の
よ
う
に
人

の
気
持
ち
を
つ
か
み
、
動
か
す

か
を
研
究
し
て
い
る
。
商
業
の

世
界
で
先
に
広
ま
っ
た
が
、
製

造
業
と
の
縁
も
増
え
て
い
る
。

な
か
で
も
自
動
車
は
「
乗
っ
て

気
持
ち
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な

感
性
工
学
の
領
域
に
突
入
し
て

い
る
。
消
費
者
相
手
で
も
企
業

相
手
で
も
違
い
は
な
い
。

　
売
り
上
げ
競
争
は
激
し
い

が
、
価
格
だ
け
を
比
較
し
て
も

売
り
上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
客
の
行
動
が
売
り
上
げ
を

つ
く
る
た
め
だ
。
開
発
と
の
関

係
で
は
、
商
品
を
十
分
に
価
値

創
造
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
「
Ｖ

商
品
価
値

Ｐ

機
能
・
性
能

／
Ｃ

コ
ス

ト

」
と
い
う
公
式
で
は
、
機

能
・
性
能
が
上
が
り
、
コ
ス
ト

が
下
が
れ
ば
価
値
は
上
が
る
。

だ
が
多
く
の
場
合
で
コ
ス
ト
減

は
限
界
、
機
能
も
完
成
の
域
に

達
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
消
費
者
志
向
は
１
９

８
０
年
ご
ろ
、
モ
ノ
の
豊
か
さ

か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
シ
フ
ト
し

た
。
一
方
で
心
の
豊
か
さ
は
抽

象
的
で
、
消
費
者
は
何
を
取
り

入
れ
れ
ば
幸
せ
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
作
り
手
や
売

り
手
が
具
体
的
に
示
す
必
要
が

あ
る
。

　
購
買
行
動
は
高
低
二
つ
の
ハ

ー
ド
ル
の
先
に
あ
る
。
ま
ず

「
買
い
た
い
か
買
い
た
く
な
い

か
」
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
。
買
い

た
い
気
持
ち
を
生
む
脳
の
働
き

が
「
高
次
情
報
処
理

感
性
」

だ
。
デ
ザ
イ
ン
や
販
促
ツ
ー
ル

な
ど
で
感
性
に
訴
え
れ
ば
、
価

値
が
生
ま
れ
て
買
い
た
い
に

つ
な
が
る
。
そ
し
て
低
い
ハ
ー

ド
ル
「
買
え
る
か
買
え
な
い

か
は
景
気
に
も
影
響
さ
れ
る
。

　
商
品
価
値
が
高
く
て
も
、
客

が
価
値
と
感
じ
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
。
商
品
が
持
っ
て
い
る
、

顧
客
に
と
っ
て
の
価
値
は
、
概

念
化
・
言
語
化
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
脳
で
価
値
と
認
識
し
た
も

の
だ
け
が
価
値
で
、
商
品
価
値

を
伝
え
損
な
う
と
価
値
が
な
い

の
と
同
義
だ
。
商
品
が
悪
い
の

で
は
な
く
、
価
値
を
掘
り
起
こ

せ
て
い
な
い
の
だ
。
例
え
ば
防

水
ス
プ
レ
ー
は
冬
に
売
れ
な
い

が
「
忘
年
会
で
ビ
ー
ル
を
こ
ぼ

さ
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
か
」

と
価
値
を
訴
え
た
ら
売
れ
た
。

人
間
は
行
動
す
べ
き
理
由
が
わ

か
れ
ば
行
動
す
る
。
ス
ペ
ッ
ク

で
な
く
、
買
う
理
由
の
説
明
が

必
要
だ
。

　
購
買
動
機
を
探
る
に
は
、

ど
う
し
て

い
ま

あ
な
た

か
ら

商
品
を
買
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
と
い
う
「
究
極
の

質
問
」
が
あ
る
。
「
ど
う
し

て
」
は
基
本
動
機
、
「
あ
な
た

か
ら
」
は
他
社
と
の
差
異
、

「
い
ま
」
は
緊
急
性
や
希
少
性

を
意
味
す
る
。
社
内
で
尋
ね
合

う
こ
と
で
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

る
。
特
に
モ
ノ
づ
く
り
企
業
は

商
品
が
持
つ
物
語
要
素
を
語
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
苦
労
話
は

心
を
打
つ
。
情
緒
的
な
部
分
が

価
値
に
な
る
。

　
商
品
開
発
に
お
け
る
技
術
シ

ー
ズ
と
価
値
創
造
の
た
め
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
顧
客
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
ル

ー
プ
に
な
り
回
り
始
め
る
。
明

ら
か
な
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
た

時
は
、
こ
の
ル
ー
プ
に
身
を
置

く
と
よ
い
。
購
買
動
機
は
低
価

格
だ
け
と
い
う
こ
と
は
、
な
く

な
る
は
ず
だ
。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １２月３日 火曜日 　　


